
市政だより

おかざき

　実りの秋を迎えました。市内の田園地帯では、農

家の人たちが丹精こめて育てあげてきた「岡崎のコ

シヒカリ」が、その黄金色に輝く頭を重そうに垂れ

て「早く刈って／」と言っているようです。

　この「岡崎のコシヒカリ」は、市の農林産物のブ

ランド化推進品目に指定されています。このふくよ

かに実ったコシヒカリの一粒一粒をぜひ味わってみ

てください。

　　　　　　　　　（上青野町地内　9 月13日撮杉）
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　災害はいつ私たちの身に降り掛かってくるか分か

りません。

　「I'l-災の日」の１口、岡崎公園河川絲地で、束

海大地雲を想定した総合防災訓練を行いました。

　36団体3,050人の市民が参加して行われたこの訓

練では､現地災害対策本部の設置から避M､炊出し、

水防、初m消火や水道・配電線・通信・カスの応急

復l凪傷者応急処置、患者移送そして一斉放水など

29腫日を展開。特に、旅客機の不時着を想定した火

災救助訓練は、見物の市民の目をくぎ付けにしまし

た。本番さながらの訓練に参加者は汗だくになりな

がら取り組んでいました。

人ぷら廃iiliの川収
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　消費生活に関する調査・学習を通して、住みよい

生*T-環境をつくろうと活動している岡崎消費片生活

学校と岡崎北部花園生活学校の主婦らは、８日、市

内８ヵ所で、天ぷら廃油と天然石けんとの交換、ア

ルミあき缶の買い上げをしました。

　台所での河川浄化や資源のリサイクル迦動として

昭和57年から始めたこの回収活動は、現在年２回行

っており、回を追うごとに交換に訪れる人も増えて

いるという。生活学校の主婦らは「この活動が更に

地域に浸透するよう、多くの人に参加してもらいた

いですね」と話していました。

φ

災
害
に
備
え
で

２

健やかに育ってほしい

つ嘔

　７日、竜美丘小学校では、市内の小中学校から選

ばれた児童生徒37名が集まり、健康優良児童生徒実

地審夜会が開かれました。

　さすがに、皆たくましく健康的な子ばかり｡体

位測定、健康状態（内科・眼科・耳弥科・曲科）、

運動能力､而接など心身両面からチェックしました。

　「岡崎－」に選ばれたのは次の皆さん（敬称略■)、

　小学校男子　青山周平(福岡）

　小学校女子　内田奈緒美（矢作北）

　中学校男子　屡瀬勝弘（美川）

　中学校女子　木全智子（東海）

４
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高齢者交通安全決起大会

　　－旦市・岡繩m交通安全舛零!a零^

｜

へへ嘔

つ
に
か
し
や
人
丈
人
八
少
故
の
も
古

　お年寄り自ら交通安企の高揚に努めようと、高齢

者交通安全旬闘(11H～20H）初［1の1川］、甲山会

館で高齢者交通安全決起大会を|剛崔しました。

　お年寄りの交通事故は年々増えており、今年に入

って、岡崎桝管内の交通北者14 名のうち7 f,が6b歳

以上のお年寄り（8月末日現在）。

　大会では、交通死者に黙とうをささげた後、身近

に起きた事故の体験発表や杵いの言葉を述べるなど

交通安全を誓い合いました。

岡崎を舞台に

岡
崎
公
園
内
の
茶
室
「
城
南
亭
」
で
の
ロ
ヶ

N II K /ヽ゛ラマ　？-'β

　岡崎巾を跨台にしたNil KYn^山放送姉ｸﾞ}|″i iﾓ;iii!

f乍ドラマ｢家族の値段｣の現地ロヶが、I'A日からIf)

ロにかけて、占い家並が残る＼}屋町を中心に行われ

ました、

　主演の佐久闘良i･さんをはじめ、三川寛f･さん、

川野太郎さんらが出演するこのドラマは、三河花火

帥の夫が突然、蒸発したことから巻き起こる、血グ)

つながらない妻、姑、嫁の心のかっとうを描くもの

です、

　放送は来年1 月2(川と27日の午後S時からで寸、

市政だより お　か　ざ　き

みんなの川、芳しく　a勁

　10日、菅生川の吹矢僑・殿僑間では、竹生川を美

しくする会、都市芙化＼m 会、市民運動推進連絡協議

会が中心となり、地域住民や各腫団体の協力を得て

７刈り清掃を行いました。

　この活動は昭fll41年から続いており、今年で22回

目。先ごろ、こグ）川は地域v.民と行政が一体となっ

た河川愛護活動が認められ、fjげり||とともに姓設省

の「ラブリバー制度。の認定を受けたばかり｡

　朝6時、河川蚊には手にかまを持った約2.50(　人

のi↑j民が泌まり、見るほるうちにii草は刈り収られ、

1 時間余りで河川収は美しくｔまれ変わりました、

ぶ内一の長灯力ップル
叫

　　(I政とノ)lに　を前:二川li、中限巾民をはしめ.lj幹

部はり)晟以I-のおいい川(i2ヘダ固iijしました．

　伽園IIIけ)鳥僑盛･･さんり8t';!cツツさんい)O浅トた々

は２人介わせて188I筏、ともに叱λで、自宅ソ)庭で

ナス､やキュウリ亡.阪暗したり、ニ-■■ ‥-A 盾組'1- にる

ソ)か楽しみという　1 c i､ノ)お呪いに功れた巾几か､≒

　；ご大幅そろうて紀乱でなにより　いつまで七2 人

仲良く. 沁らしてください; リ励まされ、人心丿で

した

｜
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‐
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受給者住宅・^^izツター。llls

　健やかに、そして快適に。
’安心とゆとりのシルバーライフ。

毎llを心1.MIかに、健やかに。

長い人生を心おきなく満喫してみませんか。
･---

-‾V｀　ゝ 年金受給者住宅は、低額な利用料で、皆様に

第二の人牛を生き生きと過ごしていただくための

㎞

給湯暖房設備、電磁調理設備、

ムセンサー、スプリンクラー、

緊急通報装IS、リズ

自勁火災報知器完備

●東岡崎駅から名鉄バス美合経由岡崎駅前ゆき、又は緑ヶ

　丘経由美合ゆきー高年者セン5>ー前下車
●美合駅から名鉄バス緑ヶ丘経由市民病院前ゆき、又は岡

　崎駅前ゆきー高年者センター前下車
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入居のご案内

Ｉ入居資格

(1)市内に居住する65歳以上のかた

(2)身の回りのことが自分でできるかた

(3)共同生活ができるかた

(4)月額利用料、生活費、食費の負担ができるかた

(5)身元引受人(兼連帯保証人)を立てられるかた

■利用権方式

入居するかたに所定の入居金を払っていただき、当

施設の居室や共用施設、その他食事、医療、看護、

生活サービスを終身利用できる制度です。

■共用設備

エレベーター１基、冷暖房、換気設備、緊急時通報

装置(ナースブザー)、自動火災報知器

■共用施設

談話室、集会室、介護室、宿泊室、物置

■高年者センター内共用施設

食堂、浴室、集会室、会議室、教養娯楽室(和室･茶室)、

視聴覚室、図書室、診療所(内科・歯科)、売店等

■入居費用

Ａタイプ／入居金750万円、月額利用料46,000円

　　　　　　　　(家賃25,000円十管理費21,000円)

Bタイプ／入居金950万円、月額利用料54,000円

　　　　　　　　(家賃31,000円十管理費23,000円)

■生活費

食費及び居室に係る光熱水費、電話料、テレビ受信

料等諸経費は入居者の負担となります。

■入居金の返還制度

当施設から退去する場合は、入居6年未満は年数に

応じ、６年以上は一律30％の金額を入居金のうちか

ら返還します。

説明会の開催

■日時／10月11日(水)、18日(水)の両日午後２時から

・会場／高年者センター岡崎１階研修室

　＊両日とも午後１時30分に、束岡崎駅束の六所神

　　社前から無料送迎バスを巡行します。

仮入居申込受付

■期間／10月11日～12月25日

■場所／高年者センター岡崎、市役所福祉課

■申込用紙／高年者センター岡崎、市役所福祉課、

　各支所の窓口でお渡しします。または豊55－0111

　へ電話してくだされば、郵送します。

市政だより　　お　か　ざ　き

岡崎市年金

給湯暖房設備、電磁調理設備、

ムセンサー、スプリンクラー、

B^^ﾌﾞ

自動火災報知器完備

●

●



　岡崎に一番近い外国のま･右
●

アメリカ合衆国カリフォルニア州ニューポートビーチ市
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●
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岡
崎
市
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー

チ
市
が
姉
妹
都
市
の
縁
組
を
し
た
の

は
、
一
九
八
四
年
ト
ー
月
二
十
七
日

の
こ
と
。
今
年
で
提
携
五
同
年
を
迎

え
る
の
を
記
念
し
て
、
八
月
十
六
日

か
ら
十
九
日
ま
で
親
善
使
節
団
が
ニ

ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　
使
節
団
は
市
長
、
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
巾
民
代
表
、
経
済
界
の
代
表

ら
総
勢
ｔ
八
人
。
五
周
年
の
記
念
行

小
と
し
て
、
改
め
て
「
姉
妹
都
市
宣

言
」
の
調
印
式
を
行
っ
た
ほ
か
、
９
　

察
署
、
消
防
署
、
図
書
館
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
親
善
使
節
団
と
同
じ
時
期

に
青
年
会
議
所
役
員
、
プ
リ
ン
セ
ス

お
か
ざ
き
、
国
際
交
流
協
会
（
Ｏ
Ｉ

Ａ
）
が
派
遣
し
た
高
校
生
も
ニ
ュ
ー

ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
を
訪
れ
、
市
民
レ

ベ
ル
で
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

ビ
ー
チ
市
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
使
節
団
の
交
流
を

通
じ
て
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
巾
を

紹
介
し
ま
す
。

■
ニ
ユ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
つ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
千
は
、
ア
メ

リ
カ
の
西
海
岸
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

南
八
〇
に
ｍ
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
人

口
七
万
人
、
住
宅
戸
数
三
万
四
千
戸
、

市
の
面
禎
は
に
几
二
・
八
几
ｋ
で
す
が

そ
の
内
五
六
・
七
一
ｋ
が
深
く
入
り

く
ん
だ
湾
と
海
で
す
。

　
気
候
は
年
間
を
通
じ
て
温
暖
で
、

Ｓ

｜

雨
の
少
な
い
地
中
海
性
気
候
で
す
。

最
低
気
温
一
〇
度
、
最
高
気
温
二
七

度
、
降
雨
量
は
年
間
三
〇
〇
叩
で
す

が
、
七
月
、
八
月
に
は
ほ
と
ん
ど
雨

は
降
り
ま
せ
ん
。
さ
ん
さ
ん
と
惜
し

げ
も
な
く
降
り
注
ぐ
太
陽
、
深
み
を

帯
び
た
紺
碧
の
空
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
太
平
洋
に
囲
ま
れ
た
街
で

●

･



お　か　ざ　き市政だより7 －　　1989年1叫j 1 H-

･

”ダ４

---●-●一●^..

．7り^ .･'つ

c-,ス,゛Zt!～Ｊ
ｙ　､子ュ－ポートビーチ

･. 〆・

　　　｀ゝ

　　　　'･■･ ■

･

●

難

姉
妹
都
市
宣
言
書
調
印
式

‐
－
　
ｌ
ｊ

市
庁
舎
の
前
で
市
職
員
の
出
迎
え
を
受
け
る

●

｜

ナ　
‐
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
街
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ

て
は
怖
れ
の
Ｌ
地
で
、
観
光
地
や
保

毀
地
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
理
想
の

住
宅
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、
し
た

が
っ
て
地
岫
の
ト
ｙ

－
市
役
所
訪
問

　
ま
ず
辰
初
に
使
節
団
が
訪
れ
た
の

は
巾
役
所
で
す
．
一
列
に
並
ん
だ
職

Ｕ
の
出
迎
え
仝
受
け
、
一
人
一
人
と

固
い
握
予
を
交
わ
し
て
、
市
議
会
議

場
へ
人
場
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
市
長
を
は

●

●

年
一
年
間
で
二
几
ド
ー
の
Ｌ
昇
を
記
録

し
、
全
米
で
も
瓦
指
に
入
る
ほ
ど
で

す
。
ま
た
、
経
済
的
に
も
順
調
に
発

展
し
。
巾
の
北
部
を
中
心
と
し
て
、

宇
宙
航
空
産
業
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、
公
敵
、
保
険
な
ど
の
有
力
企
業

が
あ
り
ま
す
。

じ
ぬ
、
ブ
ラ
マ
ー
助
役
、
丑
年
前
に

岡
崎
巾
を
訪
れ
提
携
の
巾
し
入
れ
を

し
た
ハ
ー
ト
議
員
（
当
時
巾
長
）
、

そ
し
て
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ト
ビ
ー
チ
巾
幹

部
職
‥
只
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

」
姉
妹
都
市
宣
言
書
調
印
式

　
巾
役
所
の
'
―
'
Ｖ

･■*
に
会
場
を
移
し
、

姉
妹
都
巾
の
提
携
を
記
念
し
て
本
巾

が
噌
っ
た
「
仲
よ
し
の
像
」
が
見
守

る
な
か
、
岫
妹
祁
巾
｛
‐
づ
‥
書
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
刈
Ｑ
μ
川
ｙ
ら
ｈ
Ｌ
―
Ｘ
-
Ｕ
ｎ
'
Ｖ
、
ｈ
Ｌ
７

*
'

　
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｙ
　
　
1
1
1
1
‘
Ｉ
Ｌ
　
　
Ｉ
ｔ

ｏ
Ｉ
Ａ
会
長
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー

Ｉ
バ
ル
ボ
ア
地
区

　
太
平
洋
に
沿
っ
て
糾
長
く
延
び
て

い
る
牛
島
が
バ
ル
ボ
ア
地
区
で
す
。

Ｔ
八
八
八
年
に
マ
ク
フ
ァ
ー
デ
ン
兄

弟
が
賤
臨
を
つ
く
り
、
以
後
町
の
中

心
と
し
て
発
展
し
た
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ト

ビ
ー
チ
発
祥
の
地
で
す
。
歴
史
的
史

跡
も
多
数
残
さ
れ
て
い
て
、
ニ
ュ
ー

ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
歴
史
保
存
委
‥
只
会
に

チ
市
側
か
ら
ス
ト
ラ
ウ
ス
巾
長
、
ウ

ェ
ン
デ
ル
ー
フ
ィ
ノ
ン
ユ
姉
妹
都
市

協
会
会
長
が
宣
言
書
に
醤
々
Ｕ
し
て
、

姉
妹
都
市
の
関
係
が
友
情
を
深
め
な

が
ら
末
長
く
続
く
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
八
ヵ
所
の
史

跡
の
う
ち
丘
つ
が
こ
の
地
区
に
あ
り

ま
す
。
①
ト
リ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

ー
フ
リ
ー
ト
、
②
バ
ル
ボ
ア
ー
パ
ビ

リ
オ
ン
、
③
バ
ル
ボ
ア
島
フ
ェ
リ
ー
、

①
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ト
ー
ハ
ー
バ
ー
・
ヨ

ッ
ト
ー
ク
ラ
ブ
、
⑤
ウ
エ
ス
タ
ン
ー

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ー
カ
ン
ナ
ー
で
・
カ
ン
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宣mmに署名する両市長バルボアパビリオンＳＷＡＴの使用する銃器類

･

-
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バルボア島フェリページェント　はしご車・前後に運転席があるニューポートビーチミス

●

バルボア地区の町並み-図書館のカウンタエイン空港ウ∃ｙジ

バ
ニ
ー
で
す
。
こ
の
内
、
ヨ
ヴ
ト
ー

ク
ラ
ブ
を
除
く
四
つ
の
史
跡
を
訪
問

■
記
念
植
樹

　
湾
を
見
ド
ろ
す
鳥
台
に
あ
る
ア
ー

バ
イ
ン
ー
テ
ラ
ペ
・
バ
ー
ク
ヘ
　
こ
の

公
園
に
は
、
岡
崎
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
寄
贈
し
た
百
灯
ろ
う
や
巾
議

会
読
差
‥
使
節
団
の
記
念
植
田
な
ど
。

両
市
の
友
好
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
提
携
五
周
年
祝
賀
会

　
使
節
団
が
宿
泊
し
て
い
た
マ
リ
オ

四
’
卜
･
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
姉
妹
郎

巾
協
会
主
催
の
提
携
に
旺
固
年
睨
興
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
会
場
に
集
ま
っ
た
約
斤
バ
‐
人
の
ニ

ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
巾
民
を
前
に
し

て
中
田
巾
長
は
、
一
今
ま
で
の
．
１
　
几
年

間
で
、
一
「
ト
万
岡
崎
巾
民
に
と
っ
て

一
消
防
本
部

　
市
内
に
は
六
ヵ
所
の
消
防
署
が
あ

り
ま
す
。
巾
域
の
而
債
に
比
べ
て
多

い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
湾
が
あ
っ

て
地
形
が
腹
眼
な
た
め
、
火
災
が
発

生
し
た
と
き
に
一
刻
も
１
　
１
１
　
く
現
場
に

急
行
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も

こ
れ
だ
け
は
必
要
だ
そ
う
で
す

皿
Ｔ
二
元

　
　
一
　
　
一
－

図
書
館
は
市
内
四
ヵ
所
に
あ
り
ま

Ｓ

●

し
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ュ
姉
妹
部
市
協
会
会
長

を
始
め
デ
ィ
ク
ソ
ン
バ
ル
ボ
ア
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
睡
ら
関
係
折
が
出

席
し
て
、
提
携
丘
周
年
の
記
念
に
岡

崎
市
の
市
の
木
「
マ
ツ
」
を
植
樹
し

ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
巾
は
外
国
の

い
か
な
る
祁
市
よ
り
近
い
都
巾
で
あ

る
こ
と
を
印
象
づ
け
ま
し
た
。
今
後

は
岡
崎
市
と
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ

巾
が
よ
り
充
実
し
た
交
流
を
深
め
る

た
め
に
『
理
解
し
八
り
ご
こ
と
を
皆

様
に
お
約
束
し
ま
す
』
と
ス
ピ
ー
チ

し
、
鵬
大
な
拍
１
　
を
浴
び
ま
し
か
こ
。

　
消
防
本
部
に
は
、
消
防
自
動
車
一

台
、
は
し
ご
車
一
台
、
救
急
車
二
台

指
揮
車
二
目
が
配
備
し
て
あ
り
ま
す
、

勤
務
時
間
は
午
前
七
時
三
十
分
か
ら

ニ
ト
四
時
間
。
十
一
人
で
不
洲
の
１
　

態
に
備
え
て
い
ま
す
、

す
。
開
館
時
間
は
各
館
と
も
、
‐
り
耀

●
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･

圃

警察署(左)と消防本部(右)は並んでいる

記念植樹

･

●

今
年
の
ミ
ス
ー
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
は
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
ー
テ
ィ
ル
マ
ン

提携５周年祝賀会果てしなく続く砂浜

●

日
か
ら
私
唯
口
か
Ｔ
前
に
几
時
か
ら
午

後
４
　
時
ま
で
、
金
曜
日
が
午
後
六
時

ま
で
、
Ｌ
耀
‐
が
予
後
斤
時
ま
で
で

す
　
中
火
図
書
館
だ
け
は
、
日
曜
‐

も
正
午
か
ら
午
後
片
時
ま
で
開
館
し

て
い
ま
す

　
中
火
図
ｋ
‥
館
に
は
、
Ｆ
師
煩
以
ト

の
頴
誌
を
岫
え
て
あ
り
ま
す
　
特
に

犬
　
こ
・
一
芒
ぺ
・
し

　
■
一
　
　
一
皿
　
一
一
■

　
‐
本
刀
地
り
自
‥
｛
休
と
址
も
異
な

る
点
は
、
驚
察
が
巾
の
行
政
分
封
に

へ
・
こ
、
い
る
’
で
・
で
す
　
驚
察
２
Ｃ
に

は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
・
留
＞
.
_
■
所
が
備
え
ら

れ
て
い
ま
す
．

　
最
近
刀
犯
罪
傾
向
と
し
て
、
ア
ル

コ
ー
４
　
や
麻
薬
に
よ
る
犯
罪
か
増
加

し
は
じ
め
て
い
て
、
そ
の
月
応
に
令

力
を
あ
げ
て
い
ま
す

　
警
察
職
‥
μ
は
令
部
で
町
六
ト
人
．

説
光
客
や
ぼ
鑓
客
が
ふ
え
る
Ｑ
場
は

人
変
忙
し
い
そ
う
で
す
　
ま
た
、
艮

嘱

・

太
平
洋
沿
岸
諸
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
に

関
す
る
も
の
を
中
心
に
染
め
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
国
際
間
ビ
ジ
ネ

尺
に
関
す
る
渥
梧
を
収
蔵
す
る
こ
と

も
心
掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
吉
松
だ
け
で
な
く
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
コ
ン
パ
ク
ト
デ

ィ
ス
ク
も
川
意
し
て
い
ま
す
。

い
砂
浜
を
持
つ
街
ら
し
く
、
砂
の
Ｌ

を
走
り
や
す
い
四
輪
駆
動
巾
も
配
備

し
て
い
ま
す
。

　
使
節
問
の
沁
目
か
一
染
め
た
の
は
、

特
別
武
装
驚
備
隊
（
Ｓ
Ｗ
八
Ｔ
）
が

使
川
す
る
銃
器
。
も
ち
ろ
ん
銃
弾
は

抜
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
本
物
の
機

関
銃
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の

は
術
き
で
し
た
。
し
か
し
、
治
安
の

良
い
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ト
ビ
ー
チ
で
は
、

Ｓ
Ｗ
Λ
Ｔ
が
出
助
す
る
の
は
一
年
に

一
度
あ
る
か
な
い
か
だ
そ
う
で
す
、

Ｉ
ミ
ス
ー
ニ
ユ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
・
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

　
「
ミ
ペ
・
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ト
ビ
ー
チ

・
ベ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ボ

ー
ト
ビ
ー
チ
を
代
表
す
る
知
性
と
教

養
と
美
貌
を
策
ね
備
え
た
女
性

ミ
ス
ー
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
の
選

考
会
で
す
、
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
ニ

ュ
ー
ポ
ー
ト
ー
ハ
ー
バ
ー
古
年
会
議

所
が
主
催
。
約
五
百
人
の
市
民
が
参

加
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
午
後
七

峙
か
ら
ト
ー
時
ま
で
に
ぎ
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
考
の
法
準
は
、
単
に
容
姿
だ
け

で
な
く
、
主
匪
者
が
そ
の
場
で
与
え

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
参
加
者
が
即
興

で
ス
ピ
ー
チ
を
し
、
そ
の
内
容
も
審

喪
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
社

会
的
な
関
心
の
深
さ
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
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－あ
す
の
岡
崎

健
康
フ
ェ
ア
廸

主催健康フェア'89実行委員会

　　事務局　岡崎市医師会登丿一卜Tl

１　六　－　ル

　◆開　　会　　式

　◆講　　演　　会

　◆表　　彰　　式
　◆アトラクション

２甲山会館

　◆健康チェック
　◆栄養バランスチェック

　◆体力テスト
　◆エアロビック体操講習会

　◆薬　の　相　談

　◆血圧計・体温aIの無料相談
　◆栄　養　相　談

　◆成人病、婦人の貧皿予防食
　◆老人介護コーナー

　◆海外渡航時感染病予防相談

　◆禁　煙　相　談

3 ツレサル凍

　◆ミニドック(予約制有料)

　◆健　康　相　談
　◆婦人の貧[ｍ検査(予約制)
　◆血液型検査・検尿コーナー

心集　会　室

　◆歯科健康相談
　◆フッ素塗布

　◆矯　正　相　談
　◆歯みがき教室

●

･

■

講演会「がんに克つために」

日時　10月29日剛午liuio時～午前11時30分

場所　閻崎市民会館ホール

講師　国立がんセンター病院名誉院長

　　　市川　平三郎先生

10月10日・シビコで

　目の無料相談開催

　　　　　　　　　　岡崎市眼科医会

皿

日時　平成２年1 H 1日

会場　岡崎市民会館

秘書課庶務係　S23－6009

岡崎商工会議所容53－6161

平成２年

新年交礼会｜

Ｓ

新
年
文
礼
会
名
刺
帳
の
申
込
み

　
申
込
み
　
用
紙
が
市
役
所
秘
書
課
、
商
工
会

議
所
、
各
町
総
代
宅
に
あ
り
ま
す
。

　
会
費
　
一
人
　
三
百
円

　
申
込
期
間
　
十
月
十
二
日
国
士
二
十
一
日
㈹

名
刺
帳
表
紙
絵
募
集

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
か
た

画
題
　
来
年
の
干
支
『
躬
』
（
本
人
の
作
品

　
紙
に
色
彩
（
油
彩
、
水
彩
な
ど
、

色
数
は
白
‥
由
）
を
使
っ
て
描
い
て
く

　
大
き
さ
　
縦
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
砕
内
に
絵
を
描
き
、
周

囲
に
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
余
白
を
残
し

て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
方
法
　
一
人
一
点
と
し
、
作
品
の
裏
㈲

に
鉛
筆
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
生

は
学
校
名
、
学
年
）
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

〒
川
　
市
内
十
王
町
二
丁
目
九
番
地
　
市
役
所

秘
書
課
庶
務
係
へ
郵
送
す
る
か
、
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
締
切
り
　
十
一
月
十
五
日
困
（
当
日
消
印
有
効
）

　
入
選
発
表
　
市
政
だ
よ
り
十
二
月
十
五
日
号

で
発
表
。
優
秀
作
一
点
を
名
刺
帳
の
表
紙
絵
に

採
用
。
優
秀
作
二
点
）
と
佳
作
（
数
点
）
の
か
た

に
は
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
そ
の
他
　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●

●
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藤井松平家2代信一が家康から

拝領した具足

会場

料金

三河式士のやかた家康館

大人300円　小人150円

市政だより

三河武士のやかた家康館

　特別腿

お　か　ざ　き

昔24－2204

｢松平の族葉十四松平｣

10月17日　～11月2011

　松平ぎ家の十四松平と称される竹谷・形原・大草(m崎

こ　い　　;,こ■＼'>　　　　　　　　　　　itMl　　　　　　.;.り･ﾀ五井・深溝・能見・長沢・大給・滝脇・陥釜・桜井・東条

藤井･･竺木の14家について遺ini・パネルにて展示紹介しま

す，

主要な展示物

　出　重要文化財　示支肩振付が岫出長よ･巾平信

　　一拝領）
(2)府沁平.･ I-谷･5皆肖像

（3）副i松平削1･I友・縦m情

倒涙函公平彩如＼象およ卵川面

（5)竺末松平Iri草所用晩
（6）形政松平家所用旗「利即是」
(7) 矢裕松平策万所用顛iL

　秋の南公園まつりを下記のとおり実施します

ので、ぜひご参加ください。

日時　10月８日間、午nil10時～午後3時'

場

内

所

容

雨天の場合はlO月lO日（火）

南公園交通il:場（若松町）

(1) S L及び電車の解放

（２）ＳＬの映画とクイズ

(3) H S S Tコーナー

(4) J Rコーナー

(5) 金魚すくい　など

10月12日床～15日(日)

　　　　三河皐月会

10月20日(金)～22日(日)

　　　　岡崎さつき愛好会 公
園
緑
地
課
管
理
係

　
　
　
　
容
2
3
　
６
2
5
７

●

･

■

●

　
　
　
　
　
　
●

岡
崎
公
園

秋
の
さ
つ
き
展
示
会

●

●

公園緑地課管理係　容23－6257
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－

生
ま
れ
変
わ
る

　
　
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅

矢
作
北
ブ
ロ
ッ
ク

　
高
木
　
明
子
（
北
野
町
）

　
　
「
こ
こ
が
岡
崎
？
」
と
少
し
戸
惑
い
顔

の
旅
行
者
に
、
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
前
で
時
々
出

会
い
ま
す
。
「
よ
う
こ
そ
岡
崎
へ
」
の
看

板
は
と
て
も
立
派
で
す
が
、
三
十
万
都
市

岡
崎
・
徳
川
家
康
の
ふ
る
里
岡
崎
の
イ
メ

ｒ
ｌ
ｌ
―
■
.

"
^
Ｖ
^
―

^
―
*

*
i
^
*
^

■
-
■
'
*

Ｎ
Ｊ

i

■

-
Ｖ
-

I
-
*
1
1
r
'
―

＾
=

＼
_
＾

＼

＾

Ｉ
ジ
と
は
ぴ
っ
た
り
し
な
い
感
じ
が
し
ま

・
す
　
　
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
が
市
の
中
心
街
か
ら
一
里

　
も
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
で
き
た
の
は
、
「
陸

　
蒸
気
と
い
う
何
や
ら
煙
を
は
い
て
走
る
小

　
が
迦
る
こ
と
に
な
っ
た
げ
な
。
そ
ん
な
物
が

　
　
町
の
真
中
に
通
っ
た
ら
、
ど
Ｉ
も
な
ら
ん
」

・
と
い
っ
た
反
対
が
あ
っ
た
と
か
。
松
の
木

　
が
、
二
、
三
本
立
っ
て
い
る
だ
け
の
現
在

一
地
に
、
ぼ
つ
ん
と
駅
が
で
き
た
の
で
す
。

・
そ
の
駅
が
（
当
時
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な

●

･

―
―
‐

和
三
十
九
年
ご
ろ
に
持
ち
上
り
ま
し
た
。

と
に
か
く
駅
西
か
ら
始
め
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
の
は
昭
和
五
十
二
年
。
そ
れ

か
ら
十
年
余
の
歳
月
を
費
や
し
、
完
成
ま

で
あ
と
一
歩
と
い
う
段
階
に
ま
で
来
て
い

ま
す
。
家
も
移
転
し
、
道
路
も
広
が
り
、

公
園
用
地
も
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
火
災
の

時
に
は
、
大
閤
七
消
防
車
も
乗
り
入
れ
可
能

に
な
り
、
下
水
道
の
完
備
で
清
潔
な
町
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
西
口
駅
工
事
も

進
み
、
平
成
二
年
秋
に
は
完
成
予
定
と
の

こ
と
で
す
、
西
口
駅
前
に
は
金
融
機
関
の

建
物
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
も
建
ち
、
広
い

道
路
は
将
来
中
島
町
方
而
へ
つ
な
が
る
構

恕
だ
そ
う
で
す
。

　
町
の
人
々
は
、
家
を
建
て
直
す
一
方
、

今
ま
で
屋
敷
内
に
あ
っ
た
樹
木
を
移
植
し

た
り
、
町
の
辻
に
置
か
れ
て
い
た
道
標
や

常
夜
燈
を
で
き
る
だ
け
保
存
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
岡
崎
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
大

松
は
移
転
に
と
も
な
っ
て
た
お
さ
れ
ま
し

た
か
、
新
し
い
学
校
に
は
「
太
松
二
世
」

が
柚
え
ら
れ
、
古
い
大
松
の
根
は
学
校
玄

関
口
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
、
こ
れ
か
ら
も

歴
史
の
跡
を
で
き
る
だ
け
大
切
に
残
し
つ

つ
、
新
し
い
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
け
た

ら
と
、
住
民
の
ひ
と
り
と
し
て
思
っ
て
お

り
ま
す
、

・

一一
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私
の
町
の
小
さ
な

　
　
　
　
　
神
様
た
ち

河
合
ブ
ロ
ッ
ク

　
杉
田
　
弘
子
（
秦
梨
町
）

　
　
「
ね
え
、
お
ば
さ
ん
。
子
供
の
こ
ろ
の

屋
敷
の
お
祭
り
楽
し
み
に
し
て
た
？
」
「
そ

う
だ
ね
。
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
。

お
菓
子
を
食
べ
た
り
、
ク
ジ
引
き
を
し
た

り
、
お
祭
の
意
味
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
楽
し
み
だ
っ
た
ね
。
う
ち
の

屋
敷
は
お
稲
荷
様
と
い
っ
て
、
失
せ
物
に

は
と
て
も
ご
利
益
が
あ
っ
て
ね
。
無
く
し

た
物
が
見
つ
か
る
と
、
お
札
に
油
揚
げ
を

お
供
え
し
た
ん
だ
よ
、
私
は
今
で
も
信

じ
て
い
ま
す
よ
」
「
へ
え
Ｉ
、
不
思
議
な

話
ね
、
で
も
そ
う
い
う
気
持
は
何
だ
か
分

か
る
よ
う
な
気
が
す
る
わ
。
こ
の
神
様
い

つ
ご
ろ
か
ら
あ
る
の
か
し
ら
」
「
さ
あ
生

ま
れ
る
前
か
ら
お
い
で
た
ね
え
」

　
　
「
私
の
組
は
火
の
神
の
秋
葉
山
を
、
年

二
回
お
祭
り
す
る
の
だ
け
れ
ど
も
町
内
に

よ
っ
て
も
違
う
し
、
屋
敷
に
よ
っ
て
も
皆

違
う
。
七
つ
も
神
様
が
み
え
る
所
も
あ
る

し
ね
。
呼
び
名
も
、
昿
鰍
さ
ん
に
、
郎
弥

趾
聚
さ
ん
ヽ
う
ば
神
さ
ん
に
ヽ
お
鰍
畔
さ

ん
ヽ
ヤ
ブ
神
さ
ん
に
ヽ
お
瓦
胆
さ
ん
ヽ
こ

ま
ち
の
特
派
員
だ
よ
り

寵

ん
ぴ
ら
さ
ん
、
お
胞
な
ん
て
い
う
の
も
あ

る
し
、
作
り
も
石
で
組
ん
だ
ほ
こ
ら
の
中
一

に
小
さ
な
お
堂
の
神
さ
ん
も
あ
れ
ば
、
立

派
な
お
家
の
中
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
神
様

も
あ
る
し
ね
。
調
べ
た
ら
、
学
区
の
巾
に

三
十
二
休
も
あ
り
ま
し
た
よ
」

　
二
十
数
年
前
、
私
か
初
め
て
組
の
神
様
’

に
お
参
り
し
た
時
は
、
新
参
者
の
恥
ず
か
し
］

さ
と
。
一
員
に
な
っ
た
緊
帳
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
神
様
を
通
じ
て
一
つ
に
ま

と
ま
る
組
の
人
の
心
に
、
新
入
り
は
感
動

を
覚
え
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
神
様
を
通
じ
て
ま
と
ま
っ
た
心
は
、
不

幸
が
あ
れ
ば
、
助
け
合
い
、
お
呪
い
事
が

あ
れ
ば
共
に
喜
び
合
い
ま
す
。

　
大
昔
よ
り
、
営
々
と
続
け
ら
れ
る
、
こ
　
　
　

の
行
事
は
、
人
の
心
の
つ
な
が
り
と
や
さ
　
　
　

し
さ
を
我
が
町
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
　
一

●

・

･

ま
っ
て
「
す
て
ん
し
よ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）

で
き
た
こ
と
で
。
周
辺
の
村
は
、
鉄
道
輸

送
と
結
び
つ
い
た
工
場
が
立
ち
は
じ
め
。

町
へ
と
変
貌
を
と
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

駅
が
中
心
街
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
か
、

岡
崎
の
玄
関
口
と
し
て
は
、
今
一
つ
バ
ッ

と
し
ま
せ
ん
。
駅
周
辺
の
整
備
の
話
は
昭
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正
確
な
Ｉ
は
か
り
」
の

人
口
恪
証
″

　
　
　
　
「
長
さ
」
や
「
重
さ
」
「
温
度
」

お
　
「
大
き
さ
」
「
時
間
」
な
ど
、
わ
た

　
　
し
た
ち
の
日
常
生
活
を
見
る
と
、
い

市政だより1989年10月１日13

ろ
い
ろ
な
は
か
り
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー
や
調
理
用
は
か
り
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
計
量
器
が

果
た
し
て
正
確
か
、
性
能
は
ど
う
か

と
い
う
判
断
は
、
わ
た
し
た
ち
請
費

者
に
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
わ
た
し
た
ち
消
費
者
に

代
わ
っ
て
、
国
が
一
定
の
技
術
上
の

基
準
を
設
け
て
、
そ
の
基
準
に
適
合

し
た
も
の
だ
け
に
計
量
の
マ
ー
ク
を

つ
け
て
い
ま
す
。

ｔ
恥
尨
Ｍ
ｕ
ａ
Ｅ
　
｀

蓼i蕗の定細枝友を・l

會櫓したtnかりには、このラ

ペルが貼られjす．

　　　　″機変－0』

●●月｛粂s| ・ urn) に●

翔す●Uかりには．ニの-7

－クがなければなりl曹ん.

(n・)

　
計
量
の
マ
ー
ク

　
正
し
い
計
量
取
引
を
す
る
た
め
に

は
、
正
確
な
計
量
器
（
メ
ジ
ャ
ー
・

消費生活相談は

●

市
役
所
自
治
課
消
費
生
活
係

　
　
　
　
萱
２
３
Ｃ
Ｄ
２
１
９

西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
a
5
3
－
・
０
９
９
９

は
か
り
・
体
温
計
等
）
を
使
う
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
計
量
法
に
よ
っ
て
、

商
取
引
・
証
明
に
使
う
計
量
器
は
特

定
の
計
量
器
を
除
い
て
検
定
証
印
を

受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
検
定
証
印
の
あ
る
は
か

り
は
、
年
一
回
の
定
期
検
査
を
受
け
、

合
検
ラ
ベ
ル
が
張
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
で
使
用
さ
れ
る
「
家

庭
用
計
l
a
器
」
は
、
用
途
か
ら
み
て

収
引
又
は
証
明
に
用
い
る
も
の
で
な

い
か
ら
、
検
定
に
合
恪
し
た
計
最
器

を
使
用
す
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
安
用
と
し
て
使

わ
れ
る
計
址
器
で
あ
っ
て
も
。
一
定

の
粘
度
及
び
性
能
を
有
す
る
た
め
家

庭
用
計
量
器
制
度
に
よ
り
家
庭
用
計

量
器
マ
ー
ク
（
保
証
マ
ー
ク
）
が
付

け
ら
れ
た
計
量
器
を
使
用
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　
販
売
業
者
は
、
原
則
と
し
て
こ
の

マ
ー
ク
の
付
い
て
い
な
い
計
量
器
を

販
売
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　　　f製●上の基皐■會丿鸚示

富癩用叶量嚇｛中？予ンスケール・

ヘルスメーターなど｝の輿織毎にft

い１叶量池±の碁皿に會ってい●6

のに貼りてあります.

●

○

●

｜

圃

視
察
エ
ッ
セ
イ
集
（
1
1
）

メ
キ
シ
コ
を
旅
し
て

一
　
　
日
本
人
が
メ
キ
シ
コ
へ
行
く
と
親
近
感
を
覚
え

一
る
の
は
、
欧
米
の
白
人
と
違
っ
て
身
長
や
髪
の
色

」
が
日
本
人
に
近
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
民
族
的
に
言
う

－＿・●，－，●に ｰ ふ 一 一 ｉ・ ， － ， j ● 一 一 ● k → -－ ． 一 一 Ｊ ． － ミ ー

と
蒙
古
人
・
日
本
人
・
エ
ス
キ
モ
ー
・
メ
キ
シ
カ

ン
は
蒙
古
班
を
付
け
て
生
ま
れ
る
か
ら
同
一
黄
色

人
種
と
言
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
姿
形
が
似
て
い
て
も
生
活
習
慣
は
日

本
人
と
は
全
く
違
う
。
朝
食
は
七
時
で
も
昼
食
は

午
後
二
時
か
三
時
。
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
そ
れ
で
終

わ
り
で
昼
食
後
は
帰
宅
し
て
昼
寝
を
す
る
。
六
時

位
に
起
き
出
し
て
き
て
、
二
、
三
時
間
自
分
の
用

を
済
ま
せ
て
九
時
ご
ろ
夕
食
を
と
っ
て
夜
中
ま
で

遊
ぶ
。
約
束
に
一
時
問
や
二
時
間
遅
れ
て
も
あ
た

り
ま
え
、
ス
ッ
ポ
カ
シ
て
も
涼
し
い
顔
で
あ
る
。

し
か
も
何
事
も
他
人
の
せ
い
に
す
る
。
遅
刻
し
た

ら
「
時
計
が
私
に
時
間
を
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
」
。

お
皿
を
落
と
し
て
割
っ
て
も
「
皿
が
私
を
嫌
っ
て

逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
」
と
こ
ん
な
調
子
で
あ
る
。

　
市
場
を
の
ぞ
く
と
町
の
顔
が
分
か
り
、
人
々
の

息
吹
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
街
に
は

　
「
ど
ろ
ぼ
う
市
」
と
称
す
る
大
衆
市
場
が
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
物
が
売
ら
れ
て
い
る
。
盗
ま
れ
た
ら
「
こ

の
市
場
で
捜
せ
」
と
言
わ
れ
る
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
電
化
製
品
、
犬
ね
こ
か
ら
靴
の
片
方
ま
で
あ
る
。

な
ぜ
靴
の
片
方
だ
け
か
と
聞
い
た
ら
、
片
方
と
ら

●

市
長
　
々
根
鎮
大

れ
た
人
は
必
ず
買
い
に
来
る
と
言
う
。
両
方
と
る

よ
り
片
方
だ
け
と
る
こ
と
に
よ
り
買
い
手
を
つ
く

っ
て
お
く
と
言
う
こ
と
だ
そ
う
だ
。

　
私
か
こ
の
国
を
好
き
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
底

抜
け
の
開
放
感
と
一
風
変
わ
っ
た
正
直
さ
だ
。
彼

ら
は
敬
け
ん
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
多
い
。
昨
日
盗

み
を
働
け
ば
ヽ
今
日
は
教
会
で
懺
伽
を
す
る
・
全

て
を
精
算
し
た
ら
昼
か
ら
ま
た
盗
み
を
始
め
る
と

い
う
具
合
だ
。
も
う
一
つ
日
本
と
大
き
な
違
い
は

こ
の
国
で
は
ハ
ゲ
で
デ
ブ
が
大
も
て
だ
と
言
う
こ

と
だ
。
デ
ブ
は
充
分
食
べ
て
い
て
、
お
金
を
持
っ

て
い
る
証
拠
だ
と
見
な
さ
れ
て
「
ゴ
ル
デ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
ゴ
ル
デ
ー
ト
」
と
は
「
お
で

ぶ
ち
ゃ
ん
」
の
意
味
で
、
英
語
の
「
ダ
ー
リ
ン
」

と
同
じ
意
味
に
使
わ
れ
る
そ
う
だ
。
私
が
こ
の
国

を
好
き
に
な
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

　　f一一、　- I VI i¥り如

▲｢どろぼう市｣にて



-

●

●

●

龍

Ｓ

●

●

φ

岡崎市観光文化百^tごぶる し妙所ﾚ

自然と歴史の遊歩道

じようほう
観光施設のお問い合わせは、

観光課観光施設係萱23　6384へ。

▲駒ヶ滝（山絹町）

　落差8 に.・駐車場も

　完備しています.、．

桑谷山系自然遊歩ii (桑谷町）

国民宿舎衰谷山荘から桑谷キャンプ場

まで（延Ik 3.4'丿散策できます，

　　耳よりなおはなし　　　ｉ

森には香りがあります。この香I
りの主役が「テルペン」と呼ばれ

る木を切った時のにおいです。

　このテルペンの香りの中の「フ

ィトンチッド」という物質は、空

気を清浄にし、バイ菌を殺す作用

があります。森林を散策すれば､血

液が浄化され、細胞が若返って、

子供からお年寄りまでレクリエー

ションを兼ねた健康法に址適とい

えましょう。

０
洞
信
寺
（
上
衣
文
町
）
…
…
…
…
衣
文
観
音

０
法
蔵
寺
（
本
宿
町
）
…
…
近
藤
勇
の
首
塚
な
ど

０
山
中
八
幡
宮
（
舞
木
町
）
…
鳩
ヶ
１
　
と
自
然
林

０
牛
乗
山
と
一
畑
山
薬
師
寺
（
藤
川
町
）
…
波
蝕
巨
磯
群

０
藤
川
宿
と
松
並
木
（
藤
川
町
）
…
脇
本
陣
跡
な
ど

０
広
忠
寺
（
桑
谷
町
）
…
家
康
の
父
広
忠
の
墓
な
ど

０
長
福
寺
（
竜
泉
寺
町
）
…
大
久
保
彦
左
衛
門
の
墓
な
ど

０
本
宗
寺
（
美
合
町
）
・
：
石
川
数
正
・
妙
西
尼
の
墓
な
ど

緑
の
シ
ャ
ワ
ー
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
本
市
で
は
、
緑
の
自
然
を
健
康
づ
く
り
に
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
観
光
事
業
と
し
て
山
中
城
址
、
姫
ヶ
城
址
、
桑
谷
山
系

な
ど
に
遊
歩
道
や
ペ
ン
チ
な
ど
を
設
置
し
、
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
鮮
な
空
気
を
吸
っ
て
静
か
な
森
を
散
策
す
る
「
森
林
浴
」
は
、

わ
た
し
た
ち
の
疲
れ
た
体
を
い
や
し
、
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
森
林
は
、
歩
く
だ
け
で
も
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
に
植
物
観

察
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
さ
ら
に
史
跡
地
見
学
を
加
味
す
れ
ば
、

よ
り
一
層
思
い
出
深
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　山中城址に登ると「‾矢作川」から

遠くは岐阜の「御嶽山_　まで見える

んですよ。ただし、今は木の葉が脱

界･をさえぎっていますがね、子供の

二ろ頂上で駆けまわって遊んだもの

・ですよ。遊歩道を整備していただい

たので大変ひり易くなりました。

　　束部地域は森林浴と歴史散策によ

　い所がたくさんあります。

　　みなさん、是非お越し下さい。

- ●
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　　fx^t・^－l自然を保つ大谷池恥回回

　岡崎の鎌倉室町時代の主な道路は、矢作の大和

から天白・明大寺・山綱・本宿に抜けて行く鎌倉

街道と山中・竜泉寺・緑丘・上地・福岡の各町を

経由して西尾・古良方面に通じる吉良道がありま

した。この吉良道の通った標高60'.:に近い山が連

なる「上地の山」の水が集まるのが大谷!l!i (上池

と下illi)と隣の奥山田池ですっ

　　「上地の山を動かす」といわれた大事業の上地

土地区画整理事業により、「上地の山」は立派な

住宅街に変身しました。しかし大谷池とその周辺

の自然林はそのまま残されることになり、自然を

生かした公園として整備されています。

　この大谷池のまん中を県道衣浦岡崎線が横切る

ことになりましたが、景観や治水のうえから埋め

立てせずに大谷橋の完成となり、池の保全が図ら

れました。大谷下池には高さ25ぺの大噴水が造ら

れ、上池では釣りも楽しめます。隣接する大谷公

園には、白然を生かした故策道、キャンプ場、あ

ずま屋。広場には遊具などが設置され、緑のオア

シスとして市民のみなさまのご利用をお待ちして

おります。　　　（資料協力・上地小学校）

▲土地区画整理前の大谷池付近 ▲整備された散策道

「ぼたもちみたいな顔」と
みんなが言うの

　長女禽tk （4ヵ月）て･す。初めてお稚児さんに

なりました。頭の冠はどうにも嫌がってしまって。

　高村尚子さん（28歳・六名1丁目）

市民哨ひろぱ

市政だより

昔を語る

　　加藤利吉　さん

　　　　　　　(71歳・上地町)

　私の子供のころの人谷池付

近は、一人で歩くのは気味悪

いくらい薄暗い森林でした。

　蛇にまつわる伝説があり、

お　か　ざ　き

古老の方から、白い蛇を見た話を聞いたこともあ

り、少し前まで池のほとりに蛇をおまつりした祠

　（はこら）Iありました。

　大'rfilは、"･/I治27年に砂防池として幣備された

ということですが、農業かんがい用水にも利用さ

れ、長い間この地域に潤いを与えてくれました。

　この度の土地区画整理事業で、大谷池付近一帯

は緑の保全と保安林としての役割も大きいので、

これを自然のまま残して、「大谷公園」と一体化

し巾民のいこいの場にすることになりました。

　計画のなかで、人谷池は柚岡まで流域約5ｲ:に

およぷ砂川の調幣池も兼ねていることを考え、池

に噴水をつくって水の浄化を図ることになりまし

た。噴水名も「平成の泉」とnil ＼-＼しました。

　キャンプ場は当初計画にはありませんでしたが、

住民の提案を聞いた中限市長が「よいことだから」

と実現してくださいました、今後J R束海道本線

▲大谷池の噴水

の南岡崎駅が実現し、

この地域がますます発

展することを願ってい
ます。　　　　案内図

･4､･／　
皿　.／'./'･.／･

･.ノ　ブ･ノ　／･ノ･y･･／'ﾉ'ご"･.-'.､/.／'･ア

ゲ　　　　　　　　　　締切日　10月15日(必着)　　：

ぺ問題：本市はニューポートビーチ市と姉妹都市提　へ

｀･携を結んでから何年になるでしょう．　　　　　　ご

χ　ﾆﾆ'=""""~'~"'｀゜~~~゛“~~“^｀'｀＾‘｀^｀"~~=　泌
ぐ応募方法　はがきに､吟｣と、庄所､氏礼年齢、ノ

へ職業を明記のうえ、〒444市内十王町２丁目9　y･

ぐ岡崎市役所広報課広報係あてへお出しください．　で

｀，

へ

＼

，

ペ

ヘ

ヘ

ペ

' χ

，

y

＼

,

※はがきは一人一葉とし、正解者の巾から5名の

かたに記念岫を差し上げますし

前回（９月１日号）愛知国体の答　平成６年

　応募総数は118f,で、抽選の結米、神谷きね子さ

ん(伊i'叩j")、岡田智子さん（六供町）、佐野豊

子さん（葵町）、昨柳敦子さん（山綱町）、板介

はまさん（笑介町）の皆さんに記念品をお送りし

へ

‐
’
χ
。
‘
≒
・

＼ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･。

み／ゾ√／･／･／√／／･／ブ√／／･／･／･ノフ／ソ√九ノヘ・

－

●

･

●

●

●

●

●
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．　　　㎜お知らせ欄の己事の詳細は担当課へお尋ねください㎜お知らせ

４
多
田
井
万
千
代
さ
ん
（
美
合
町
）
の
作
品

商
工
労
政
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
指
導
者
　
人
野
富
雄
氏

　
内
容
　
観
葉
柚
物
の
冬
越
し
の
竹

理　
受
講
料
　
無
料

　
募
集
人
員
　
3
0
名

　
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
婦

人
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
み
　
旧
く
婦
人
会
館
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

Ｓ

市
政
だ
よ
り
豊
2
1
1
1
1
1
1

　
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

　
保
健
だ
よ
り
豊
2
1
－
1
1
1
2

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

子
ど
も
の
お
は
な
し
　
ｅ
ｊ
；
;

３

　
（
岡
崎
の
ｔ
日
話
）

　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
1
6
日
～
3
1
日

「
亀
と
村
人
（
池
金
町
）
」

　
　
－
む
か
し
、
池
金
町
の
田
ん
ぼ

　
　
　
の
中
に
池
が
あ
り
、
お
百
姓

　
　
　
さ
ん
が
落
と
し
た
カ
マ
が
自

　
　
　
然
に
浮
い
て
き
ま
し
た
…
－

心
の
電
話
お
か
ざ
き
公
叩
0
7
8
3

　
小
中
学
生
と
、
そ
の
保
護
者
の
か

た
の
悩
み
ご
と
相
談

　
乳
幼
児
の
育
児
相
談
豊
2
5
・
1
1
4
5

　
午
前
９
時
～
正
午
ま
で
の
毎
週
水

曜
日

消
防
一
乙
ホ
ン
ガ
イ
ド
　
き
2
1
‐

0
1
1
９

救
急
医
療
情
報
豊
り
1
1
3
3

●

秋
の
市
民
ま
つ
り
に

自
作
漫
画
を

出
品
し
ま
せ
ん
か

物
産
品
協
会
（
商
工
労
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
ａ
2
3
　
6
2
1
２

　
期
日
　
Ｈ
月
３
日
向
～
５
日
間

　
会
場
　
秋
の
市
民
ま
つ
り
会
場

　
対
象
者
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
か
た
及
び
グ
ル
ー
プ

　
展
示
方
法
　
テ
ン
ト
内
に
小
間
台

を
設
け
、
グ
ル
ー
プ
は
一
小
間
（
幅

ｌ
ｍ
８
０
ｍ
）
、
個
人
は
半
小
間
と
し

出
品
物
の
竹
理
及
び
運
営
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
出
品
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
品
小
間
料
　
無
料

　
申
込
み
　
1
0
月
７
日
出
ま
で
に
物

産
品
協
会
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
1
2
小
間
以
上
の
巾
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

優
良
従
業
員

表
彰
者
の
推
薦

―
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｉ
・

商
工
労
政
課
労
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

2
3

6
３
5
1

　
商
工
業
優
良
従
業
員

　
工
業
関
係
者
は
1
0
年
以
上
、
商
業

関
係
者
は
５
年
以
ヒ
Ｌ
同
一
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
か
た
（
所
属
団
体
長

の
推
薦
が
必
要
）

　
技
術
開
発
等
技
能
功
労
者

　
技
術
並
び
に
製
品
の
研
究
・
開
発
、

職
場
の
省
力
化
等
の
分
野
で
顕
著
な

業
績
を
あ
げ
中
小
企
業
の
発
展
に
貢

献
し
た
従
業
員
の
か
た
（
事
業
主
ま

た
は
所
属
団
体
長
の
推
薦
が
必
要
）

　
新
聞
配
達
少
年
少
女

　
中
学
・
高
校
に
在
学
し
、
２
年
以

上
市
内
に
お
い
て
新
聞
配
達
を
続
け

て
い
る
少
年
少
女
（
店
主
の
推
薦
が

必
要
）

※
詳
し
く
は
．
1
0
月
1
4
日
出
ま
で
に

・

特
別
講
座

「
今
昔
物
語
集
と

　
　
　
宇
治
拾
遺
Ｌ

中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
容
2
4
　
4
1
０
０

　
講
師
　
愛
知
淑
徳
大
学
教
一

］
劣
麻
呂
氏

授｜

樋ｉ

開
講
日
　
1
0
月
1
9
日
困
、
Ｈ
月
２

日
困
、
1
6
日
出
、

口
利
、
１
月
４
日

　
く
月
１
日
附

　
（
1
0
回
）

3
0
分

15

日

困村12
　゛月
７
ロ
囚
、
2
1

1
8
日
附
、
２

３
月
１
日
困

午
後
１
時
3
0
分
～
３
時

　
募
集
人
員
　
4
0
名

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
み
　
1
0
月
1
0
ロ
㈲
か
ら
1
7
日

㈹
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
、
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム
へ
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
。

Ｓ

｜

皿

一
日
教
室

「
や
さ
し
い
観
葉
植
物
」

働
く
婦
人
会
館

　
日
時

正
午

●

萱
2
3
　
2
９
６
3

ｍ
一
月
1
4
日
山
午
前
1
0
時
～

場
所
　
働
く
婦
人
会
館



　　お　か　ざ　き

お知らせ皿

市政だより1989年lo月1日17

●

・

●

‐

　
募
集
人
員
　
6
0
名

　
申
込
み
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

　
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
〒
…
ｍ
　
市
内
明
大
寺

本
町
一
丁
目
三
四
　
中
央
カ
ル
チ
ャ

ー
ホ
ー
ム
内
「
中
央
婦
人
学
級
」
係

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
1
0
月
1
0
日
向
ま
で
、

　
（
定
貝
を
超
え
た
場
合
は
期
限
前
で

も
締
め
切
り
ま
す
）
。

　
そ
の
他
　
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ります。＊講師の都合により、予定日を変更することもあ

嘱

瑚

●

宮
四
丁
目
七
－
二
　
名
古
屋
電
気
通

信
工
学
院

　
試
験
の
種
類
　
乙
種
第
４
類
危
険

物
取
扱
者
試
験
、
丙
種
危
険
物
取
扱

者
試
験

　
申
込
期
間
　
1
0
月
９
日
㈲
ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

　
そ
の
他
　
願
書
は
、
消
防
本
部
予

防
課
、
消
防
署
及
び
各
署
所
、
西
三

河
事
務
所
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
（
シ
ビ
コ
３
階
）
に
あ
り
ま
す
。

　
予
備
講
習
会
　
日
時
▼
1
0
月
2
2
日

向
　
午
前
９
時
　
場
所
▼
消
防
本
部

３
階
講
堂
　
受
講
料
▼
三
千
円
　
申

込
先
▼
消
防
本
部
予
防
課
、
消
防
署

・
各
署
所
　
定
貝
▼
1
5
0
名
（
定
貝
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

中
央
婦
人
学
級

　
　
　
　
　
　
　
－
－
‐
－
－
‐
‐

中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
ａ
2
4
1
4
1
0
０

　
時
間
　
午
前
1
0
時
１
正
午

　
会
場
　
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

　
講
師
　
元
小
学
校
長
　
川
辺
久
男

氏　
内
容
　
心
の
ふ
る
さ
と
伝
説
の
旅

　
（
古
典
の
語
り
つ
ぐ
夢
幻
の
世
界
）

　
受
講
資
格
　
市
内
在
住
の
婦
人

　
受
講
料
　
無
料

回 開講日・曜 学習内容

１ 10月18日南
開講式

綾松山縁起「白峯物語」

２ 10月24日向 謡曲「黒塚」の鬼女伝説の舞台

３ 10月31日剛 万葉を彩る「額田王とその周辺」

４ 11月ア日(火) 記紀にみる「軽太子と衣通姫の愛」

５ 11月14日{火) 爺さまは語る「真間の手児女」の話

６ 11月21日固 復刻寛永版「安寿姫と岩木山の縁起」

７ 11月29日伽 芦屋道満大内鑑「信太の妻の物語」

８ 12月５日脚 大作源氏物語を書いた「紫式部の人生」

９ 12月19日(却 女の執念「道成寺縁起」の意味するもの

10 １月９日㈲ 遊女卜4.「吉備津の釜の物語」

11 １月17日團
｀｀お前は雨、おれは雲√蛇性の婬の物語」

　　　　　　　　　　　　　　　閉講式

1
1
月
・
1
2
月
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

情
報
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
き
5
4
‐
ｉ
3
4
４
5

　
教
室
種
目
　
抑
一
教
室
（
パ
ソ
コ
ン
ー

ワ
ー
プ
ロ
の
入
門
・
中
級
コ
ー
ス
）

　
講
習
時
間
　
朝
▼
午
前
９
時
3
0
分

～
Ｈ
時
4
0
分
　
昼
▼
午
後
１
時
3
0
分

Ｉ
３
時
4
0
分
　
夜
▼
午
後
６
時
3
0
分

～
８
時
4
0
分
　
朝
昼
（
集
中
）
▼
午

前
９
時
3
0
分
～
午
後
３
時
4
0
分

　
定
員
　
各
講
座
1
8
名

　
使
用
機
種
　
P
C
9
8
0
1

　
場
所
　
岡
崎
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
隣
り
）

　
受
講
料
　
有
料
（
教
室
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

　
申
込
み
　
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
無
料
相
談
（
毎
週
月
曜
日
午
後
）
、

企
業
集
合
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

見
に
来
て
ね
／

「
人
　
形
　
劇
Ｌ

図
轡
館

(無料)

酋
5
1
‐
‐
２
２
5
1

　
日
時
　
1
0
川
1
5
日
間
　
午
前
1
1
時

と
午
後
１
時
3
0
分
の
２
回
公
演

　
場
所
　
市
立
図
書
館
３
階
会
議
室

　
内
容
　
人
形
劇
「
石
の
ス
ー
プ
」

　
「
ネ
コ
と
じ
ゅ
う
た
ん
」
（
は
ら
ぺ

こ
あ
お
む
し
）

　
出
演
　
ア
マ
チ
ュ
ア
人
形
劇
団
『
ぐ

う
・
ち
ょ
き
・
ぱ
あ
』

※
直
接
図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
満
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
実

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
０
０
３

5
1
5
1

試
験
場
所
　
名
古
屋
市
熱
田
区
神
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お知らせ㎜
●

　
日
時
　
1
0
月
1
1
日
出
　
午
後
２
時

１
３
時
3
0
分

　
場
所
　
美
術
館
第
一
展
示
室

　
テ
ー
マ
　
【
生
活
の
中
の
絵
画
】

　
講
師
　
元
岡
崎
市
教
育
委
貝
会
教

育
長
　
鈴
村
正
弘
氏

　
定
員
　
8
0
名

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
整
理
券

が
必
要
で
す
）

※
　
整
理
券
は
、
1
0
月
３
日
㈹
　
午

　
前
９
時
3
0
分
か
ら
美
術
館
及
び
教

育
委
貝
会
社
会
教
育
課
で
先
着
順

に
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
美
術
館

に
限
り
、
電
話
で
も
受
け
付
け
ま

す
。秋

の
植
木
展
示
即
売
会

岡
崎
市
植
木
生
産
協
議
会

　
　
　
　
　
（
農
務
課
内
）

　
　
　
　
　
容
2
3
　
６
1
９
９

期
間

1
0
月
１
日
間
～
Ｈ
月
3
0
日

困　
主
な
展
示
即
売
物
　
サ
ザ
ン
カ
、

カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
生
け
垣
用
、

タ
マ
ツ
ゲ
、
サ
ツ
キ
な
ど
玉
物
、
ク

ロ
マ
ツ
な
ど
仕
立
物
他
多
数

（
東
内
固

至豊田

二
子
国
道
２
４
８
号

二

　¬桜井工店
リ'1‘
F⊇]二jﾑ]

バミ･　　　　　　　　　･のs

中
日
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
セ
ン
タ
ー

▽

りいc
l
瀞

し一i/w/／v χ／｀一一心一r、Ｊ

÷
　　　　　l匈崎司政限皿羅逗協議π　　　　　　事務局援護助成課援護係魯23－6145

(10月の献血日程〕

卜日４ 時間　｜場　　所 主　　催　｜

10月

7 日(*l

乍前10時

一午後3時30分
ヤマナカ羽限店

羽限・小りi 収

学＼x 献血余

９日即
午後零時?,n分
ヽ午後3時30分

三島内科病院 二島内fl病院

II日(水)
午前10時

～午後3時
市立岡崎梱[亮

川崎地区

献]皿推進|島議会

　午前10時
ト.IE ゃ 大樹寺小学校 k俗寺学区献ili会

uni・

閤 1 Nf30雰大門学区市民ﾎ‾ﾑ 大門学区献|卜l 余

21日山

午I|il9時30分

ヽ一午後2時
こmtif.回心ﾀｰ|ぷふムta

午前10 時
～午後３時

セルピ西広場
岡崎地区

貳血推皿協濃奈

25日南

誘9昌)律 三河日産モーター岡崎晨･ 三目縫モーター琳泗

午前10時

～午後3時
日清紡績英合工業 日清初績気介s.場

午前10時

～午後3時
市立岡崎病院

岡崎地区

献血推進協議会

26 at*)
午前ｎ時

～午後３時
日清紡績針崎工場

日清初績労組

針時.1･叫分会

27日I&1

-r- 叩0
り竜美庄小学校

屯丈丘学区献爪会

午後i吽?.i:＼分

ヽ午m時?,Q分
サンプラザA-f,店 六か,乍区振|fiL会

29日剛
午前10時

～午後3時
市民　会館 あす川収剛戸エァ刈

11月
3日匍

ヤ前10時

～午後3時
岡崎公園乙)II可III敷

岡崎地区

献Kll椎皿I/A ,iffi会

5 0(日)
午前10吽

～午後3時
岡崎公園乙l＼]河lll敷天　皿　教

･

･

皿

Ｓ

●

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

31
日

(迦

30
日

㈲

28
日

山

27
日

溺

26
日

附

25
日

俐

24
日
肉

23
日

[I!)

21
日

附

20
日

剛

19
日

出

18
日

團

17
日

出

16
日

(月)

収

集
日

５鴨
区田

　｀1
百・

々2
１・
区３

　　４

井･福
蹄

忖

日円

鴇

寿井
　ソ

百口

々｀

西青
町木

　　河

　　原

田5伊

　ゝ●がll
fp縫

賀8 1

新区；
　　リ

　広3

　幡・

　　｀4

　柿・

日

集

西

南

=■7C
能

見

南

中

北

葵

'1
u吏

旱

六伊
詔

　ａ

西

京

北

東

西

南

謀

計

　１

宮吹;と

はｊ

大南西

寺明明

本大大
町寺寺

　｀3 1
学．’
枚4?

東区３
　　｀区

　明｀

難

旭大
姉

躬

石若

　｀宮
元｀

欠束
　欠

　西

　欠

　根

収

集

町

名

官米生｀

※
　
持
ち
寄
り
場
所
の
わ
か
ら
な
い
か

　
　
た
は
、
各
町
の
衛
生
委
員
さ
ん
に

　
　
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●



　　お　か　ざ　き

お知らせ㎜

市政だより19 －　1989年io月1［1

●

●

お
と
な
り
に

　
　
　
　
あ
げ
る
安
心

　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
始
末

　
束
部
・
中
部
・
南
部
・
北
部
の
各

ブ
ロ
ッ
ク
で
、
消
防
団
の
日
ご
ろ
の

訓
練
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
当
日
、
消
防
団
員
を
招
集
す

る
た
め
、
サ
イ
レ
ン
や
驚
鐘
を
鳴
ら

し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
え
な
い

よ
う
に
お
噸
い
し
ま
す
。

　
日
程
　
○
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
　
参
加

団
▼
美
合
・
男
川
・
竜
谷
・
藤
川
・

山
中
・
本
宿
・
河
合
　
実
施
口
▼
1
0

月
８
日
間
　
場
所
▼
美
川
中
学
校

＠
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
　
参
加
団
▼
辿
尺
・

梅
園
・
根
石
・
三
島
・
六
名
・
矢
作

尖
施
日
▼
1
0
月
1
5
日
間
　
場
所
▼
乙

川
河
川
緑
地
公
園
（
雨
天
の
場
合
は
、

連
尺
小
学
校
）
＠
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
団
▼
羽
根
・
岡
崎
・
福
岡
・
六

ツ
美
　
実
施
日
1
0
月
2
2
日
剛
　
場
所

▼
上
地
小
学
校
　
○
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
団
▼
広
幡
・
常
磐
・
岩
津
　
実

施
日
▼
1
0
月
2
9
日
間
　
場
所
▼
常
磐

小
学
校

※
開
始
時
間
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も

午
後
１
時
か
ら
で
す
。

‐

‐

少
林
寺
挙
法
岡
崎
大
会

ｌ
ｌ

体
育
協
会

容
5
3
　
7
6
4
4

　
日
時
　
1
0
月
2
9
日
向
　
午
前
1
0
時

　
会
場
　
岡
崎
市
体
育
館

　
資
格
　
市
内
に
在
院
、
在
勤
、
在

学
の
か
た

　
種
別
　
①
小
学
生
低
学
年
白
・
黄

帯
の
部
②
小
学
生
低
学
年
緑
・
茶
帯

の
部
③
小
学
生
高
学
年
白
・
黄
・
緑

帯
の
部
④
小
学
生
高
学
年
茶
・
黒
帯

の
部
⑤
中
学
生
の
部
⑥
高
校
段
外
の

部
⑦
高
校
有
段
の
部
⑧
小
学
生
女
子

の
部
⑨
一
般
女
子
の
部
四
一
般
段
外

の
部
⑥
一
般
有
段
の
部
⑩
少
年
団
休

の
部
⑩
一
般
団
体
の
部

　
競
技
方
法
　
自
由
演
武
と
し
、
時

間
は
１
分
3
0
秒
～
２
分
以
内

　
申
込
み
　
所
定
の
申
込
用
紙
で
、

1
0
月
1
4
日
出
ま
で
に
　
〒
川
　
市
内

六
名
本
町
七
　
岡
崎
市
体
育
協
会
「
少

林
寺
挙
法
大
会
」
係
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

市
民
体
育
祭
を

　
　
　
開
催
し
ま
す

体
育
課

豊
2
3
　
６
３
６
3

　
市
内
小
学
校
区
単
位
で
選
抜
さ
れ

た
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
障
害
物
リ
レ

圃

－
な
ど
７
種
目
の
リ
レ
ー
競
技
を
行

い
ま
す
。
応
援
に
お
出
か
け
く
だ
さ

/
*
　
ｏ

Ｌ
Ｌ
Ｖ　
日
時
。
1
0
月
1
0
日
（
体
育
の
日
）

午
前
９
時
入
場
行
進
（
競
技
は
小
学

校
区
対
抗
で
、
人
口
別
に
七
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
）

　
そ
の
他
　
①
当
日
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
②
雨
天
の
場
合
は
中

止
し
ま
す
。

体
育
の
日

「
一
日
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

体
育
課

酋
り
1
６
3
６
３

　
日
時
　
1
0
月
1
0
日
（
体
育
の
日
）

午
前
の
部
▼
９
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

午
後
の
部
▼
１
時
～
３
時
3
0
分

　
会
場
　
岡
崎
市
体
育
館

　
教
室
名
　
①
卓
球
教
室
②
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
教
室
③
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
ー
マ
ッ
ト
・
と
び
箱
等
）

　
参
加
方
法
　
自
由

　
そ
の
他
　
①
運
動
の
で
き
る
服
装
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
卓
球
の
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
ま
た

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ

ャ
ト
ル
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
③
当

日
は
市
民
体
育
祭
の
た
め
駐
車
場
が

混
雑
し
ま
す
の
で
公
共
交
通
機
関
（
バ

ス
等
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圃

●

就
学
援
助
制
度

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
a
2
3
－
6
4
2
5

　
お
子
さ
ん
を
小
・
中
学
校
へ
就
学

さ
せ
る
た
め
に
、
経
済
的
理
由
で
お

困
り
の
か
た
の
た
め
に
。
学
用
品
費

や
学
校
給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
　
平
成
元
年
度
市
民
視
所
得

割
額
二
万
二
千
円
以
下
の
世
帯
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
子
さ
ん
の
在
学
す

る
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
学
事
係

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
届
け
出
を

資
産
税
課

家
屋
木
造
係
　
萱
２
３
６
０
９
７

家
屋
非
木
造
係
容
2
3
‐
6
1
0
1

　
固
定
資
産
税
（
家
屋
）
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
に
存
在
す
る
家
屋
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
年
内
に
取
り
壌
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
、
届
け
出
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
と
き
は
、

建
物
の
大
き
さ
に
か
か
わ
ら
ず
「
家

屋
滅
失
届
」
を
資
産
税
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
資
産
税
課
ま

た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。



　　　　　－20－

お知らせー

電話(豊21－2932)による

許認可手続無料相談所

日時　10月２日～５日

　　　午前lO時～午後３時主催　県行政吉士会岡崎支部

住
宅
資
金
な
ど
を

　
　
お
貸
し
し
ま
す

自
治
課
市
民
相
談
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
　
６
4
９
2

　
皆
さ
ん
の
生
活
の
安
定
に
役
立
つ

よ
う
、
次
の
よ
う
な
資
金
を
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
係
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

制度名 対　　　　象 限度額 利本 期間？ 担保 取扱金融m関

住宅

賢金

建築

新築・端築

改築・修繕

板様替え

　　li円

500

午%

5.7

　￥

20

２人

又は

保証

保険

要

岡崎信用金庫

市内本支店

愛知労働金庫

岡崎支店

東海銀行

市内各支店

譲渡

中古(土地付) 500!川

分譲(土地付) 700万川

宅　　　　　　地 500刀円

災害防止

工事資金

住宅をかさ上げするとき
　　（浸水被害住宅）

200万円 年%
5．2　年10

　入

２
要
岡崎fl用金庫

本　　店
既設不良塀の改良のとき
（ブロック、コンク1Jート）

50万川 平%

5.0
　ｌ
３
信用
保険
不要

生活資金
災害、病傷、結婚､出産、

死亡、入学、住宅修繕．
又は生活必需品の使途で

一時的に資金調達が困難

なかた

　皿円
30

　If.％

5.0

　年

３ 照 不要 岡崎信用金庫
本　　店

P"l
　万円
20
　午ち

5.0

　tl，

２

　へ

１ 不要

●

・

土
地
売
買
に
は
届
け
出
を

　
　
　
　
　
　
－
－
－
　
－
－

調
整
課
調
整
係

萱
2
3
‐
６
0
2
９

　
一
定
の
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
利

用
計
画
法
に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め

知
事
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
要
件
　
市
街
化
区
域
内
▼
三

百
㎡
以
上
の
一
団
の
土
地
　
市
街
化

調
整
区
域
内
▼
五
千
㎡
以
上
の
一
団

の
土
地

　
届
出
時
期
　
契
約
の
六
週
間
前
ま

で
に
　
届
出
先
　
市
役
所
調
整
課
調
整
係

ま
た
は
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
の

窓
口
　
そ
の
他
　
取
引
価
格
、
利
用
目
的

等
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
が
審
査
し
、

文
書
で
迦
知
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
調
整
課
調
整
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

幸
に
し
て
親
が
病
気
や
死
亡
な
ど
で

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
困
難
な
家

庭
に
代
わ
っ
て
、
子
ど
も
が
明
る
く

健
や
か
に
育
つ
家
庭
を
広
く
求
め
る

運
動
で
す
。
あ
な
た
も
。
家
庭
に
恵

ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
里

親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
申
込
み
　
県
児
童
相
談
所
か
児
童

課
家
庭
児
童
係
へ
ご
相
談
の
う
え
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
日
合
同
行
政
相
談
所

く
ら
し
と
行
政
よ
ろ
ず
相
談
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

自
治
課
市
民
相
談
係

中
部
管
区
行
政
監
察
局

　
行
政
相
談
週
間
（
1
0
月
1
5
日
～
2
1

日
）
の
行
事
の
一
環
と
し
て
「
一
日

合
同
行
政
相
談
所
―
く
ら
し
と
行
政

よ
ろ
ず
相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
昔
2
3

昔
0
5
2
1
9
5
1

6
4
9
２

1
７
０
1

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
1
0
月
2
0
日
溺
　
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時

　
会
場
　
市
役
所
８
階
８
０
２
号
室

相　談　内　容 担　　当

行　政
役所の仕事に対する苦情、要望、

意見など
行a 相映委只
行a 監察i.i職貝
吼・「ff sit 貝

法　律 法律問題 弁　護　士

税　金 相続税・贈与税など税金のこと
税　理　士
国税局職貝

年　金 国民年金や厚生年金のこと 市　職　貝

消　費 消曹生活についての苦情や相談
消費生活

センター職貝

交通事故 交通事故の賠償問題など
交通事故

相　談　貝

建　築
建築基準法、建築設計など住まい
づくりのこと

建　築　士

登　記 土地や家屋の登記のこと
司法書士

ﾆtill!家屋調査士

人　権 人権問題、心配ごと、悩みごと
人権mm委貝

法務局職員

民事調停 民事関係のもめごと
簡易裁川所

職　　　貝

家事調停
夫吼親子の関係や相続のもめご

と

家庭裁何所

職　　　貝

警　察 迷惑行為、臣民の困りごとなど
警察住民

コーナー職貝

農　地 農地の売買､貸借､転用などのこと 市　職　貝

申請事務 土地・建設・営業など許認可手続 行政書士

匯宅責金融資住宅資金の融資のこと
住宅金融
公庫職員

●

●

●

●

1
0
月
１
日
～
3
1
日

第
3
6
回
里
親
を
求
め
る

　
　
　
　
運
動
月
間

愛
知
県
岡
崎
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
萱
2
2
　
2
4
3
4

児
童
課
家
庭
児
童
係

　
　
　
　
　
　
酋
2
3
‐
6
3
3
0

　
「
里
親
を
求
め
る
運
動
」
は
、
不

●



　お　か　ざ　き

お知らせ㎜
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●

･

　
開
設
日
　
毎
週
木
曜
日

　
会
場
　
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

（
岡
崎
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
３
階
　
明
大

寺
本
町
一
丁
目
三
四
）

　
相
談
員
　
岡
崎
市
社
会
教
育
指
導

員
　
辻
村
栄
次

　
申
込
み
　
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー

ム
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

当
日
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●

‐

●

事
前
に
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
）

　
実
施
職
種
　
特
級
▼
機
械
加
工
始

め
1
0
職
種
　
一
級
・
二
級
・
単
一
等

級
▼
金
型
製
作
始
め
7
3
職
種

　
申
請
書
交
付
及
び
問
合
せ
先
　
愛

知
県
職
業
能
力
開
発
協
会
▼
酋
0
5

2
1
5
2
4
－
2
0
3
1
　
岡
崎
県

民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
▼
S
2
4
－
―

●

●

6
8
歳
未
満
（
1
0
月
１
日
現
在
）
で
、

こ
の
制
度
に
理
解
が
あ
り
意
欲
の
あ

る
か
た

　
募
集
人
員
　
若
千
名

　
募
集
期
限
　
1
0
月
2
0
日
吻
　
当
日

の
消
印
ま
で
有
効

　
選
考
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
〒
…
ｍ
　
市
内
十
王
町
二

丁
目
九
番
地
　
市
役
所
税
務
部
収
納

課
管
理
係
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
採
用
は
I
―
*
月
初
旬
の
予

定
で
す
。

※
　
詳
し
く
は
。
収
納
課
竹
理
係
へ

　
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
岡
崎
文
化
L
1
2
号
を

　
　
　
頒
布
し
ま
す

文
化
協
会
（
社
会
教
育
課
内
）

　
　
　
　
　
　
容
2
3
　
６
４
３
２

　
　
「
岡
崎
文
化
」
は
、
岡
崎
文
化
協

会
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
の
文
化
活

動
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
文
化
座

談
会
、
郷
土
を
代
表
す
る
文
化
人
の

紹
介
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

岡
崎
文
化
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
も
い
え

る
本
で
す
。

　
1
2
号
の
主
な
内
容
　
「
舞
台
芸
術

の
本
質
を
探
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

舞
台
芸
能
関
係
者
の
か
た
が
た
に
よ

る
座
談
会
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

　
頒
布
価
格
　
一
冊
千
円
（
Ａ
５
判

２
８
５
ペ
ー
ジ
）

　
頒
布
場
所
　
文
化
協
会
事
務
局
（
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　
そ
の
他
　
１
号
か
ら
1
0
号
ま
で
の

セ
ッ
ト
本
も
八
千
円
で
頒
布
中
で
す

国
民
健
康
保
険
料

収
納
嘱
託
員
の
募
集

－
－
－
　
　
－
　
　
　
－
　
－

収
納
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
萱
2
3
‐
‐
6
1
2
2

国
保
年
金
課
国
保
係

　
　
　
　
　
　
　
　
萱
2
3
　
６
1
６
７

　
″
保
険
料

　
　
　
　
納
め
て
安
心

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
家
の
健
康
”

　
岡
崎
市
で
は
、
国
保
料
の
滞
納
分

を
整
理
す
る
た
め
に
、
収
納
嘱
託
員

制
度
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
　
滞
納
と
な
っ
て
い
る

保
険
料
の
徴
収
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
か
、
保
険
料
の
口
座

振
替
制
度
の
促
進
を
図
り
、
一
方
に

お
い
て
は
生
活
困
窮
、
長
期
療
養
な

ど
の
理
由
に
よ
る
、
本
市
の
減
免
条

項
に
適
合
し
て
い
る
人
に
対
し
、
保

険
料
の
減
免
申
請
の
手
続
き
の
指
導

な
ど
の
業
務
で
す
。

　
応
募
資
格
　
男
女
を
問
わ
ず
、
満

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
　
昔
2
3
　
６
1
5
4

　
相
談
科
目

耳
鼻
咽
喉
科

整
形
外
科
・
眼
科
・

　
内
容
　
身
休
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
1
0
月
2
4
日
出
　
受
付
▼
午

前
1
0
時
～
正
午
　
　
　

～
３
時
　
補
装
具
・

～
午
後
３
時

相診

=a　●&J ｡
-
…

-
ｈ
'
　
'
"
^
　
　
w

-
N
i

断
▼
午
後
１
時

談
▼
午
前
1
0
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
の
受

付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
　
診
断
は
午
後
に
な
り
ま
す
の
で

　
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

街
路
樹
の
落
ち
葉

　
清
掃
に
ご
協
力
を

公
園
緑
地
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
容
2
3
‐
6
２
5
７

　
街
路
樹
は
、
街
の
景
観
を
引
き
立

た
せ
た
り
、
暑
い
峙
の
木
陰
を
作
り

出
し
。
地
面
の
温
度
を
下
げ
る
な
ど

気
温
の
訓
節
を
し
、
自
動
車
の
排
気

ガ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
汚
れ
た
空
気
を

浄
化
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
街
路
樹
の
中
に
は
秋

に
な
る
と
葉
を
落
と
す
も
の
が
あ
り

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
緑
は

私
た
ち
共
通
の
財
産
で
す
。
落
ち
葉

の
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
元
年
度

後
期
技
能
検
定

商
工
労
政
課
労
政
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
‐
6
３
5
1

　
受
講
申
請
期
間
　
1
0
月
２
日
囲
～

1
6
日
㈲

試
験
方
法

（
試
験
日
時
、

実
技
及
び
学
科
試
験

会
場
等
に
つ
い
て
は
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お知らせ㎜
●

登記など法律上の無料相談所開設

県司法書士会岡崎支部　酋54－3681

県土地家屋調査士会岡崎支部　053 －1781

日時　10月4日（水）午前10時～午後４時

場所　名古屋法務局岡崎支局

　岡崎盲学校でマッサージの無料施術をします

日時　10月14日(土)午前９時~正午(受付s時s分～10時30分)

予定人数　先着60名　　施術時間　約１時間

問合せ先　岡崎盲学校　酋52－1282

/‾・

岡
崎
市
医
師
会

「
健
康
教
育
講
座
Ｌ

岡
崎
市
医
師
会

ａ
5
2
　
1
5
7
1

　
日
時
　
1
0
月
1
5
日
間
　
午
前
1
0
時

～
正
午

　
場
所
　
岡
崎
市
医
師
会
館
講
堂
（
竜

美
北
二
丁
目
四
）

　
テ
ー
マ
　
「
ス
ト
レ
ス
社
会
と
心

の
や
ま
い
」

　
講
師
　
愛
知
県
総
合
保
健
セ
ン
タ

ー
枯
神
科
部
長
　
伊
藤
克
彦
氏

　
入
場
料
　
無
料

県
西
三
河
事
務
所
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
容
2
3
　
1
2
1
1

　
実
施
方
法
　
一
日
コ
ー
ス
で
、
観

光
バ
ス
に
よ
り
案
内
し
ま
す
。

　
見
学
施
設
　
青
少
年
公
園
及
び
県

立
芸
術
大
学
（
法
隆
寺
金
堂
壁
画
映

写
展
示
館
）

　
日
時
　
1
0
月
2
5
日
困
　
午
前
９
時

3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

　
コ
ー
ス
　
西
三
河
事
務
所
－
青
少

年
公
園
‐
－
県
立
芸
術
大
学
－
西
三
河

事
務
所

　
参
加
費
用
　
無
料
（
昼
食
と
お
茶

は
ご
用
意
く
だ
さ
い
）
。

　
募
集
人
員
　
1
0
0
名

･

　
応
募
資
格
　
県
内
居
住
の
か
た
で
、

個
人
ま
た
は
1
0
名
以
下
の
グ
ル
ー
プ

　
（
小
中
学
生
を
除
く
）
。

　
応
募
方
法
　
電
話
で
西
三
河
事
務

所
総
務
課
県
民
担
当
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
　
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

　
選
と
し
、
全
員
に
結
果
を
通
知
し

　
ま
す
。

2
9
日
～
１
月
３
日
）
の
ほ
か
に
、
1
0

月
か
ら
毎
月
第
４
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
が
休
館
日
に
な
り
ま

す
。

●

も
お
元
気
で
」
の
文
章
中
、
４
段
目

で
「
大
平
町
の
横
山
り
や
う
さ
ん
」

と
あ
る
の
は
、
「
大
西
町
の
横
山
り

や
う
さ
ん
」
の
誤
り
で
し
た
の
で
、

訂
正
し
ま
す
。

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
天
野
恵
一
▼
福
若
公
壽
▼
清
水
義

一
▼
鈴
木
彰
夫
▼
杉
山
信
平

乖
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
東
海
電
気
工
事
労
働
組
合
岡
崎
支

部
青
年
婦
人
部
▼
杉
浦
政
世
▼
㈱
岡

崎
交
通
社
従
業
員
有
志
▼
飯
島
政
次

▼
中
部
サ
ン
ク
リ
ー
ン
▼
斎
場
▼
匿

名
の
か
た
二
名

乖
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
基
金

▼
織
田
晃
他
遺
族
一
同
▼
㈲
ク
レ
オ

パ
ト
ラ
▼
匿
名
の
か
た
一
名

１ 岡崎市の人□１
1989年９月１日現在

　男　150,642人　239人増

　女　151,447人　175人増

　計302.089人　414人増

世帯数93.975世帯71世帯増
●

屋
外
広
告
物
講
習
会

冨頁麟

---崎
土
木
事
務
所
維
持
管
理
課

財
産
担
当
｀
一
刀
　
　
　
3
5
1
1

　
開
催
日
時
　
Ｈ
月
８
日
印
・
９
日

限
　
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
４
時

　
会
場
　
愛
知
県
産
業
貿
易
館
本
館

４
階
第
４
会
議
室
（
名
古
屋
市
中
区

丸
の
内
三
丁
目
一
－
六
）

　
受
講
申
請
書
の
受
付
場
所
・
受
付

期
間
　
県
±
4
　
部
都
市
計
画
課
ま
た

は
県
土
木
服
務
所
維
持
管
理
課
で
、

1
0
月
９
日
㈲
か
ら
2
3
日
㈲
ま
で
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
1
5
分
ま
で
（
上

曜
日
は
午
後
雰
時
4
5
分
ま
で
、
1
4
日

と
日
曜
は
休
み
）

　
受
講
手
数
料
　
三
千
円
（
受
講
料

目
一
部
免
除
の
か
た
は
二
千
百
円
）

※
　
手
数
料
は
、
県
収
入
印
紙
に
よ

　
り
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

　
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

　
用
意
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
、

　
受
付
場
所
に
あ
り
ま
す
。

９
月
1
5
日
号
表
紙
の
「
い
つ
ま
で

Ｓ

勤
労
福
祉
会
館

　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
－
１
９
－
　
　
　
　
―

　
県
岡
崎
勤
労
福
祉
会
館

（
　
　

ｎ

１
１
に
．
）
１

　
書
道
教
室
・
日
本
画
教
室
受
講
生
募
集

　
場
所
　
岡
崎
勤
労
福
祉
会
館

　
開
催
日
時
　
書
道
▼
月
４
回
（
毎

週
金
曜
日
）
　
午
前
の
部
・
午
後
の

部
　
日
本
画
▼
月
２
回
（
第
１
・
３

木
曜
口
）
　
午
前
の
部

※
　
午
前
の
部
Ｉ
午
前
1
0
時
3
0
分
～

　
午
後
零
時
3
0
分
　
午
後
の
部
‐
―
午

　
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
講
師
　
書
道
▼
石
川
小
歩
氏
　
日

本
画
▼
黒
田
年
子
氏

　
受
講
料
　
書
道
▼
九
千
円
　
日
本

画
▼
五
千
八
百
八
十
円
（
料
金
は
三

ヵ
月
分
で
す
）
。

●

休
館
日
の
お
知
ら
せ

従
来
の
年
末
年
始
休
館
日
（
1
2
月

皿



●みんなでつくる快適環境●
●

■

●

●

あ
な
た
の
台
所
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か

　
川
に
は
、
ご
は
ん
つ
ぶ
や
み
そ
汁
が
流
れ
込
ん
で
も
微
生
物
が
自
然
に
分
解
し
、
ま
た

清
ら
か
な
流
れ
を
取
り
戻
す
自
浄
作
用
と
い
う
機
能
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
分
解

能
力
を
こ
え
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
か
流
れ
込
む
と
、
川
は
汚
れ
、
に
ご
り
だ
し
ま
す
。

ゝ

χ．

袁

瑞

^BL

＆

^':二戸”７?

●

●

ス
に
ヽ
に
レ
／
ナ
／
の
あ
っ
旋

　
　
　
　
環
境
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
昔
2
3
　
6
1
8
8

　
市
で
は
、
台
所
か
ら
出
る
調

理
く
ず
を
減
ら
し
、
清
流
を
取

り
戻
そ
う
と
網
目
の
細
か
い
（
直

径
一
ミ
リ
）
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
三

角
コ
ー
ナ
ー
を
あ
っ
旋
し
て
い

ま
す
。

　
申
込
期
間
　
十
月
十
五
日
ま
で

　
申
込
先
　
町
衛
生
委
員

　
あ
っ
旋
価
格
　
五
百
円

？　;Ｓ
ト
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

■網目は細かくても目詰まりしに・

　ステンレス製だからさびにくい｡

t

・Ｗ

－－　・



周
年
・
人
日
別
万
人
達
成
記
念

交
通
安
全
推
進
小
・
中
学
校
音
楽
パ
レ
ー
ド

市
は
、
・
石
上
三
年
七
月
二
口

☆
二
二
戸
で
千
言
二
ロ
ー
ム

制
を
一
こ
行
し
三
・
し
た
　
　
こ
ツ
に

に
ぶ
福
岡
、
苛
谷
、
脳
り
、

大
守
、
犬
合
、
『
　
方
．
磐
、
一
万
浦

作
の
九
町
｛
ぶ
こ
【
】
ケ
、
ま
七
、

十
七
年
に
ぶ
六
Ｔ
美
町
を
合

口
ぶ
】
上
八
万
三
千
入
谷
白
心
一

年
十
月
末
｀
～
ご
飛
肇
的
に
幸

し
た
　
ム
采
、
県
内
て
七
ト

ラ
ス
の
高
率
で
増
加
し
、
本

八
日
に
は
記
念
す
べ
き
人
ぶ

人
を
達
成
し
ま
し
た

ｌ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
昔
2
3
　
6
4
3
9
　
記
念
事
業
実
行
委
員
会
豊
2
3
　
6
0
0
9

　
　
日
時
　
十
月
十
日
日
出
　
午
後
二
　
　
作
北
小
・
連
尺
小
・
矢
作
中
・
矢
作

　
時
～
四
茜
二
十
分
（
雨
天
中
止
）
　
　
　
　
北
中
・
城
北
中
・
常
磐
小
・
奥
殿
小
・

　
　
コ
ー
ス
　
岡
崎
公
園
ブ
ラ
ン
ド
（
開
　
　
細
川
小
・
大
樹
寺
小
・
大
門
小
・
愛

　
会
式
）
↓
康
生
通
西
↓
康
生
交
差
点
　
　
宕
小
・
井
田
小
・
葵
中
・
上
地
小
・

　
↓
康
生
通
東
↓
伝
馬
通
↓
太
陽
緑
道
　
　
城
南
小
・
羽
根
小
・
小
豆
坂
小
・
六

　
　
参
加
校
　
三
島
小
・
奏
梨
小
こ
八
　
　
名
小
・
竜
南
中
・
山
中
小
・
本
宿
小
・

　
ツ
美
南
部
小
・
藤
川
小
・
岡
崎
小
・
矢
　
　
男
川
小
・
根
石
小
こ
佃
園
小
・
美
川

　
作
西
小
・
北
野
小
・
矢
作
南
小
・
矢
　
　
中
・
田
に
山
中
　
（
演
奏
順
）

　
　
パ
レ
ー
ド
の
当
日
、
岡
崎
の
空
に
は
町
村
合
併
三
十
五
周
年
・
人
口
三
十
万

　
人
達
成
を
祝
う
飛
行
船
が
浮
か
び
、
商
店
街
は
装
飾
で
彩
ら
れ
ま
す
。

パレードコース図

岡憎本町支店

－

交通規制のお願い

　・パレードガ行われる午後２時～４時30分ご

　ろまで、上図㎜の部分は交通規制を行い

　ます。ご理解とご協力をお願いします。

主な交差点における最終通過予定時刻

・康生交差点（Ａ）午後3時o分ごろ

・伝馬交差点（B）午後４時00分ごろ

猷

皿

皿

豊(0564)23－6033・編集と発行　岡崎市巾長公室広報課　〒444 l比崎市丿王町2丁a 9 番地
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